
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６４０１

基盤研究(C)

2013～2011

広汎性発達障害のある学生への就労支援‐インターンシップの効果‐

Employment Support for the Students with Pervasive Developmental Disorders -Effect 
of the internship (job experience)-

７０２８４４３７研究者番号：

北添　紀子（KITAZOE, NORIKO）

高知大学・教育研究部医療学系・講師

研究期間：

２３５３１３０１

平成 年 月 日現在２７   ６ １９

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では、自閉スペクトラム症(ASD)の疑われる大学生に対する就労支援のファースト
ステップとして、学内でのインターンシップ経験とそのフィードバックを行い、効果を検討した。本研究はASD特性の
ある学生に配慮して計画をしたが、参加者はASDのある学生には限定しなかった。
　参加者のうちASDが疑われた学生において、1)ほとんどの学生がインターンシップをポジティブに評価していた。2)
就職に対する不安は、半数以上の学生で減少していた。3)ローゼンバーグ自尊感情尺度はインターンシップ後が有意に
上昇していた。本研究により、学生は自信をつけ、職業に関連した自分の特性を理解するきっかけとなったと考えられ
た。

研究成果の概要（英文）： The aim of this research was to investigate the effect of on-campus internships 
conducted as a first step in supporting the employment of university students with autism spectrum 
disorder (ASD). It was conducted with special consideration for students with ASD traits but did not 
exclude others.
 The data of the students who were suspected of having ASD were analyzed. 1) Most of the students 
perceived the experience positively. 2) More than half of them decreased their anxiety against job 
hunting. 3) The scores of Rosenberg's Self-esteem Scale were significantly higher after the internships 
than before them. The students strengthened their self-confidence and deepened their understanding of 
their own traits in relation to jobs.

研究分野：社会科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大学における自閉スペクトラム症

（ASD）のある学生への支援の重要性が指

摘され、狭義の心理療法だけでなく並行し

て就職指導などを行うことが指摘されて久

しい（辻井，宮本，2000）。ASDのある人

の就職に関する研究では、通常学級で義務

教育を受け、高等学校、大学を中退した人、

また、卒業したがその後就職ができない、

あるいは就職しても離職を繰り返している

人が多いという指摘（石橋，2007）や、高

校や専修学校、大学等のいわゆる通常教育

歴のある場合は、利用できる通常の新規学

卒就職の仕組みでは、円滑な移行ができな

かった者が半数を超えているという指摘

（障害者職業総合センター，2009）がある。

また、就労の失敗は「社会的引きこもり」

や「ニート」につながりやすいことが示唆

（小川他，2006）されている。 

ASD のある人の求職活動上の支援課題

は、職業イメージの不足、求職活動に必要

なスキルの不足が指摘されている（柴田，

2005）。小川ら（2006）は、ASDのある人

の就労支援で重要なことは、「自己認知に基

づいた適職のイメージ作りを支援する」こ

とであると述べている。 

我々は ASD のある学生のグループ活動

の支援を行い、その中で、発達障害者支援

センター、障害者職業センター、ハローワ

ークと連携し、就労への動機づけを図った

（北添他，2010）。しかしそれだけでは動

機づけは高まったものの次段階への移行

は困難な学生もいた。ASD のある学生が

「適職のイメージづくり（小川他，2006）」

をするためには、職業体験を行うこと、さ

らに、その経験を踏まえ、具体的な場面に

基づいて話し合うことによる自己理解を

深めることが重要であると考えた。 

 
２．研究の目的 

ASD の疑われる大学生に対する就労支

援のファーストステップとして、学内での

インターンシップでの経験とそのフィード

バックが、職業意識の形成につながるどう

かを検討する。学生に対し、大学内にある

企業（大学生協）で短期間のインターンシ

ップを提供する。支援者は、学内インター

ンシップ中の現実場面に即したフィードバ

ックをする。インターンシップ前後に面接、

心理テスト、職業興味に関するテストを行

い、職業の興味と適職のマッチング、職業

意識の変化、就職に対する不安を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 参加者および分析対象者 

学内インターンシップの参加者は、自ら

企業に連絡をすることに躊躇する学生、自

信がない学生、アルバイトやインターンシ

ップ経験を適切に振り返ることができな

い学生とした。従って参加者は、本インタ

ーンシップを希望する学生で、ASDのある

学生には限定していない。 

参加者のうち、ASDがあると考えられた

学生は 13名（男性 7名、女性 6名）であ

った。これらの学生は診断を受けている学

生の他、日頃の言動、本人からの生育歴の

聞き取りで ASD が疑われた学生も含まれ

ている。分析の対象はこの 13名とした。 

 

(2) インターンシップの実施計画 

 インターンシップは以下を考慮して計画

をした。 

① 複数の職種の体験ができるように計画

をした。 

② 学生が苦手意識を持っている作業は避

けてもらう。 

③ 学生に、事前事後質問紙結果のフィー

ドバックをし、自分の特性、職業への

興味、志向性と、その変化、および体

験した職業とのマッチングについて話

し合う。 

④ 実施期間は長期休みとした。 



 

(3) インターンシップの実施手順 

インターンシップは以下の手順で行った。 

① 参加学生との打ち合わせ   

生協に提供する情報の内容の確認、避け

たい職種、希望の職種について学生と話し

合った。生協に提供する情報とは、例えば、

イエス、ノーで返事をするほうがしやすい、

具体的に指示してもらうと行動がスムーズ

である、「自分で考えて」といわれると混

乱しやすいなどである。 

② 生協との打ち合わせ   

学生と話し合った事項のうち、学生の同

意が得られた内容（個人の情報、職種の希

望）を生協に伝え、それをもとに、各学生

に合わせスケジュールを作成してもらった。 

③ 事前質問紙   

インターンシップ前後を比較するものと

して、半構造化面接、状態・特性不安検査

（STAI；Spielberg，1970；水口他，1991）、

ローゼンバーグ自尊感情尺度（Rosenberg，

1965；桜井，2000）、職業レディネス・テ

スト（VRT；労働政策研究・研修機構）、

VPI 職業興味検査（日本労働研究機構）を

おこなった。インターンシップ前のみに実

施 し た 質 問 紙 は 、 General Health 

Questionnaire （GHQ；Goldberg，1972；

中川・大坊，1985）、the Autism-Spectrum 

Quotient （AQ；Baron-Cohen et al.，

2001；若林他，2004）、Liebowitz Social 

Anxiety  Scale 日本語版  （ LSAS-J；

Liebowitz，1987；朝倉他，2002）であっ

た。 

④ 学生との最終打ち合わせ   

文書にてスケジュールの確認などの最終

打ち合わせを行った。 

⑤ インターンシップ実施   

1 日６時間、5 日間のインターンシップ

を行った。1 日目終了後、学生、生協スタ

ッフ、就職室スタッフ、ハローワークより

派遣されているジョブサポーター、保健管

理センタースタッフで振り返り面接を行っ

た。困ったことの有無、業務内容など、改

善点の有無について話し合った。また、ジ

ョブサポーターより学生に対して残りの日

程でのアドバイスをしてもらった。 

⑥ 事後質問紙記入 

⑦ 事後面接   

インターンシップ前後の質問紙結果のフ

ィードバックを行った。また、学生からは

感想を聞いた。さらに、インターンシップ

の体験と質問紙結果も合わせ、今後の職業

選択について話し合った。 

 

(4) 倫理的配慮 

本研究は高知大学医学部倫理委員会の承

認を得て実施をした（23-48）。 
 
４．研究成果 
(1) 事前質問紙結果 

GHQ28、AQ、LSAS-J、ローゼンバーグ

自尊感情尺度、STAI（状態）、STAI（特性）

の平均値はそれぞれ、10.3、30.6、77.5、

21.3、46.2、57.5であった。GHQ28、AQ、

LSAS-J、STAI（特性）の得点は大学生を

対象とした先行研究（中川・大坊，1985；

若林他，2004；岡島他，2007；水口他，

1991）より高かった。ローゼンバーグ自尊

感情尺度は先行研究より低かった（桜井，

2000）。 

 

(2) インターンシップへの参加理由（複数

回答） 

インターンシップへの参加理由は、「イン

ターンシップやアルバイトの経験がないの

で、インターンシップ体験を行ってみたい」

が最も多く 9名で、「インターンシップの

経験がないと就職が不安」の 4名を合わせ

ると、インターンシップの体験希望はのべ

13名であった。 

 



(3) インターンシップ体験の自己評価 

インターンシップ後の面接で、11名の学

生が体験をポジティブにとらえていた。良

かった理由としては、思ったより仕事がで

きた、スタッフが優しく働きやすかった、

いい刺激になった、自分に合う仕事があっ

た、楽しかったなどであった。 

 

(4) インターンシップ後の状態（複数回答） 

インターンシップへの参加時期により、

観察期間は 6 か月から 30 か月後と幅があ

った。地域障害者職業センター利用（職業

評価、相談を含む）が 4名、アルバイト従

事が 4名、就職活動中が 3名、他のインタ

ーンシップ参加が 2名、退学が 2名、若者

サポートステーション利用が 2名、他の学

校等在籍が 2名、就職が 1名であった。 

 

(5) 就職に対する不安 

就職に対する不安について、インターン

シップ前後の面接で 5段階評価を行い、比

較をした。就職に対する不安は、8名が減

少、2名が不変、3名が増加していた。不

安が減少した 8名のうち 5名は 2段階以上

不安が減少していた。1名は 2段階以上不

安が増加していた。 

 

(6) 質問紙調査の変化 

① 心理査定（表 1） 

 インターンシップ前後の質問紙の変化は、

ローゼンバーグ自尊感情尺度で有意差が認

められ、インターンシップ後が上昇してい

た。 

前 後

 ﾛｰｾﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ自尊感情尺度 21.3 24.6 0.03

 STAI（状態） 46.2 41.0 n.s.

 STAI（特性） 57.5 55.9 n.s.

質問紙
平均値

n.s.　not significant

p

          表1　質問紙の変化  (Wilcoxonの符号付き順位検定）　　　　　　

 
② 職業領域の質問紙（図 1，2） 

VRTのすべての項目でインターンシッ

プ前後での有意差が認められなかった。志

向性（対情報、対人、対物）では、対人志

向が低かった。興味（現実的、研究的、芸

術的、社会的、企業的、慣習的の 6項目よ

りなる）において、研究的、慣習的職業領

域への興味が強かった。しかし、すべての

項目は 16~84パーセンタイル順位の範囲

内にあった。 

 

 

VPIは、インターンシップ前後の比較で、

Mf尺度（男女を問わず、一般に男性的とい

われる職業にどの程度強い関心を持ってい

るかを示す）で有意差が認められ、インタ

ーンシップ後が上昇していた。プロフィー

ル全体では Inf尺度（職業に対する見方が

どの程度常識にとらわれずユニークである

かを示す）が突出していたが、全ての項目

は 16~84パーセンタイル順位の範囲内に

あった。 

 

(7) 考察 

今回分析対象となった学生の中には、

ASD特性があるだけでなく、不安などの精

神的不調を訴える人も多かった。そのよう



な学生にとっては、馴染みの環境でのイン

ターンシップは、少しでも参加までの不安

を少なくできるのではないかと考えられた。

また、今回のインターンシップは ASDの

ある学生にとって取り組みやすいプログラ

ムだったと考えられ、それが就職に対する

不安の減少やローゼンバーグ自尊感情得点

の上昇につながったと考えられた。 

さらに、VRT(VPI)の結果を視覚的に確認

できる結果として活用し、実際の体験を通

して職業と関連する自分の特性についての

自己理解を深めることが、将来の適切な進

路選択に役立つ可能性があると考えられた。  
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